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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャンデリラレジンと平均粒子径０．１～３０μｍの球状シリコーン系樹脂粉末と水を
含有し、全組成分中のキャンデリラレジンの配合量が０．１～３０質量％であり、球状シ
リコーン系樹脂粉末の配合量が０．１～２５質量％であることを特徴とする水中油乳化型
睫用化粧料。
【請求項２】
　マスカラである請求項１記載の水中油乳化型睫用化粧料。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、睫用化粧料に必要な目元をはっきりさせるという化粧効果及び持続性、仕上が
り膜の均一性に優れ、また使用性が良く安全性、安定性も良好であり、樹脂特有の臭いを
低減させたメークアップ化粧料に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、睫用化粧料において目元をはっきりさせるという化粧効果は、ワックス類、樹脂類
、皮膜形成剤等を配合することにより、睫への密着性を高め、睫を太く目立たせたり、長
く見せたり、睫を上にカールして目元を際立たせていた。更に、これらの系に粉体を配合
することにより、塗膜のべたつきを防止し、睫の束付きを防ぐことにより、更に効果的に
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目元を際立たせること等がなされてきた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のワックスや、ロジン酸誘導体に代表される樹脂等はいずれも高融点
で、常温での柔軟性、付着性に乏しいものが多く、このため、睫への付着性が乏しく、睫
を太く見せる効果が不十分であったり、塗膜の柔軟性に乏しいため睫のカールが直線的に
なりやすい等の問題があった。また十分な効果を得られる程度配合すると、製品における
伸びが悪くなる等の使用性の低下や、伸びが滑らかでない等の使用感の低下につながる。
また同時に、べたつきを防止するために配合される粉体量が増加し、化粧膜が不均一にな
ったり、化粧もちが悪く、経時でのはがれ等が見られる。更にこれらの樹脂は特有の臭い
を有し、且つ経時的にその臭いが強まる傾向があるため、多量に配合した場合は臭いの点
で好ましくないという欠点があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
そこで本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究した結果、キャンデリラレジン
と球状粉体とを含有することにより、使用性、使用感に優れ、目元をはっきりさせる効果
やその持続性、仕上がり膜の均一性に優れ睫用化粧料が得られることを見出し、本発明を
完成するに至った。
すなわち、本発明はキャンデリラレジンと球状粉体とを含有することを特徴とする睫用化
粧料に関するものである。
【０００５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明に使用されるキャンデリラレジンとは、キャンデリラワックスを有機溶剤にて分別
抽出して得られる樹脂分で、樹脂分が好ましくは６５質量％（以下、単に「％」で示す）
以上、更に好ましくは８５％以上の割合で含有されるものである。
この分別抽出の方法としては、例えば、キャンデリラワックスにエタノールを添加して水
浴上等で加熱することによりキャンデリラワックスを溶解する。次に、これを常温まで冷
却して、ワックスの結晶を析出させ、これを濾過することにより結晶と濾液とに分ける。
樹脂分は濾液中に溶解しているため、濾液中のエタノールを蒸留回収することにより、樹
脂分を得ることができる。
また、キャンデリラレジンの軟化点は３５～５５℃が好ましく、例えばＩＮＣＩ名（Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄ
ｉｅｎｔ　ｌａｂｅｌｉｎｇ　ｎａｍｅｓ）でキャンデリラワックスエキストラクト等が
挙げられる。軟化点の測定方法としては、化粧品原料基準一般試験法軟化点測定法に準じ
、試料量０．５ｇ、昇温速度０．２℃／分、１２ｍｍφ、１０gの鉛球を用いて行う。
本発明に使用されるキャンデリラレジンの配合量は、全成分中０．１～３０％が好ましく
、更に０．５～２０％であることがより好ましい。キャンデリラレジンは柔軟性、及び付
着性に優れ、この範囲であれば、睫をカールアップさせたり、重ね付けにより太く見せ、
ボリューム感を演出するといった化粧効果や持続性、安定性、使用性、使用感の点で満足
のいくものが得られる。
【０００６】
本発明に使用される球状粉体としては、通常化粧料として用いられる粉体であり、その形
状が球状、真球状であれば特に限定されず、多孔質、無孔質等の粒子構造は問わない。例
えば、ナイロン、ポリアクリロニトリル、ポリエステル、ポリスチレン、ポリプロピレン
、ポリエチレン、四フッ化エチレン、ポリメタクリル酸メチル、シリコーン、セルロース
等の有機球状粉体、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸カルシウム、酸化チタン、無水ケイ酸等
の無機球状粉体が挙げられる。またこれらの、有機－有機粉体もしくは無機－無機粉体、
もしくは有機－無機粉体のように組み合わされた複合粉体も挙げられる。上記球状粉体の
うち、好ましいものはケイ素含有粉体であり、その中でもシリコーン系樹脂粉体及び無水
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ケイ酸が更に好ましい。シリコーン系樹脂粉体としては、ポリオルガノシロキサンエラス
トマーやシルセスキオキサン粉末等が挙げられるが、睫用化粧料に配合した際、延展性に
優れ、柔軟性を有し、べたつきのない良好な使用性と均一な化粧膜を付与することができ
るという点においては、ポリメチルシルセスキオキサン粉末を用いることが最も好ましい
。市販品としては、トスパール１０５、トスパール１２０、トスパール１３０、トスパー
ル１４５、トスパール２４０、トスパール３１２０、トスパール２０００、（以上、東芝
シリコーン社製）や、ＫＳＰ－１００（信越化学工業社製）等があげられる。また無水ケ
イ酸としては ゴッドボールシリーズ（鈴木油脂工業社製）、シリカマイクロビードシリ
ーズ（触媒化成工業社製）、サンスフェアシリーズ（旭硝子社製）、サイロスフェアシリ
ーズ（富士シリシア化学社製）等があげられる。本発明に使用される球状粉体の平均粒子
径は０．０５μｍ～１００μｍが好ましく、さらには０．１～３０μｍが好ましい。
本発明に用いられる球状粉体の配合量は、全成分中０．１～２５％が好ましく、特に１～
１５％が好ましい。この範囲で用いれば、べたつきを防止し、スライド性優れ、化粧膜の
均一性を保ちながら、重ね付けすることが容易なものが得られる。また、これらの球状粉
体は必要に応じて、１種又は２種以上用いることができ、その表面を油剤処理、シリコー
ン化合物処理、フッ素化合物処理、金属石鹸処理、界面活性剤処理、アミノ酸系化合物処
理、水溶性高分子処理等を施してあってもよい。
【０００７】
本発明のメークアップ化粧料は、上記した必須成分の他に、通常化粧料に使用される成分
、例えば、付着性や持続性、安定性を向上させる効果を持つ被膜形成性エマルションポリ
マーや、睫を長く見せる効果を付与するための繊維や、感触調整や着色の目的で粉体成分
や、基材、エモリエント成分として油性成分、保湿、粉体分散剤として水性成分、粉体分
散、感触調整の為の界面活性剤、紫外線吸収剤、保湿剤、水溶性被膜形成性樹脂、褪色防
止剤、酸化防止剤、消泡剤、美容成分、防腐剤、香料などを本発明の効果を損なわない範
囲で適宜配合することができる。
【０００８】
被膜形成性エマルションポリマーとしては、高分子化合物を水性溶媒に分散したもので、
通常化粧品に使用されるものであれば特に制限されず、いずれのものも使用することがで
きる。例えば、（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルション
ポリマー、（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルションポリマー、（メタ）アクリ
ル酸アルキル・スチレン共重合体エマルションポリマー、ポリ酢酸ビニルエマルションポ
リマー、ビニルピロリドン・スチレン共重合体エマルションポリマー、シリコーン系ポリ
マーエマルション等が挙げられるが、中でもポリ酢酸ビニルエマルションポリマーが望ま
しい。これらのエマルションポリマーは、必要に応じ、１種又は２種以上を使用すること
ができる。
【０００９】
繊維としては、ナイロン、ポリエステル等の合成繊維、レーヨン等の人造繊維、セルロー
ス等の天然繊維、アセテート人絹等の半合成繊維等が挙げられ、これらは特に限定される
ものではなく、必要に応じて１種又は２種以上を用いることができる。また、これらの繊
維は一般油剤、シリコーン油、フッ素化合物、界面活性剤等で処理したものも使用するこ
とができる。このうち、ナイロンを用いる場合には、長さは０．３～３ｍｍのものが好ま
しく、太さは０．１～２０デニールのものが好ましく、更には０．５～１０デニールのも
のが好ましい。
【００１０】
油性成分としては、動物油、植物油、合成油等の起源、及び、固形油、半固形油、液体油
、揮発性油等の性状を問わず、炭化水素類、油脂類、ロウ類、硬化油類、エステル油類、
脂肪酸類、高級アルコール類、シリコーン油類、フッ素系油類、ラノリン誘導体類、油性
ゲル化剤類等が挙げられる。具体的には、流動パラフィン、スクワラン、ワセリン、ポリ
イソブチレン、ポリブテン、パラフィンワックス、セレシンワックス、マイクロクリスタ
リンワックス、ポリエチレンワックス、エチレン・プロピレンコポリマー、モンタンワッ
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クス、フィッシャートロプシュワックス等の炭化水素類、モクロウ、オリーブ油、ヒマシ
油、ホホバ油、ミンク油、マカデミアンナッツ油等の油脂類、ミツロウ、カルナウバワッ
クス、キャンデリラワックス、ゲイロウ等のロウ類、セチルイソオクタネート、ミリスチ
ン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、トリオ
クタン酸グリセリル、ジイソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソステアリン酸ジグリ
セリル、トリベヘン酸グリセリル、リンゴ酸ジイソステアリル、ロジン酸ペンタエリトリ
ットエステル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、コレステロール脂肪酸エステル、
Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）等
のエステル類、ステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、ベヘン酸、イソステアリン酸
、オレイン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸等の脂肪酸類、ステアリルアルコール、セ
チルアルコール、ラウリルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール
、ベヘニルアルコール等の高級アルコール類、低重合度ジメチルポリシロキサン、高重合
度ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、デカメチルシクロペンタシ
ロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、架橋型オルガノポリシロキサン、フッ
素変性ポリシロキサン等のシリコーン類、パーフルオロデカン、パーフルオロオクタン、
パーフルオロポリエーテル等のフッ素系油剤類、ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪
酸イソプロピル、ラノリンアルコール等のラノリン誘導体、デキストリン脂肪酸エステル
、蔗糖脂肪酸エステル、デンプン脂肪酸エステル、イソステアリン酸アルミニウム、ステ
アリン酸カルシウム等の油性ゲル化剤類等が挙げられる。
【００１１】
粉体成分としては、板状、紡錘状、針状等の形状、粒子径、多孔質、無孔質等の粒子構造
等により特に限定されず、無機粉体類、光輝性粉体類、有機粉体類、色素粉体類、複合粉
体類、等が挙げられる。具体的には、コンジョウ、群青、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄
、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、酸化セリウム、二酸化珪素、酸化マグネシ
ウム、酸化ジルコニウム、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、酸化クロム、水酸化クロ
ム、カーボンブラック、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウム
マグネシウム、マイカ、合成マイカ、合成セリサイト、セリサイト、タルク、カオリン、
炭化珪素、硫酸バリウム、ベントナイト、スメクタイト、窒化硼素等の無機粉体類、オキ
シ塩化ビスマス、雲母チタン、酸化鉄コーティング雲母、酸化鉄雲母チタン、有機顔料処
理雲母チタン、アルミニウムパウダー等の光輝性粉体類、ステアリン酸マグネシウム、ス
テアリン酸亜鉛、Ｎ－アシルリジン、ナイロン等の有機粉体類、有機タール系顔料、有機
色素のレーキ顔料等の色素粉体類、微粒子酸化チタン被覆雲母チタン、微粒子酸化亜鉛被
覆雲母チタン、硫酸バリウム被覆雲母チタン、酸化チタン含有二酸化珪素、酸化亜鉛含有
二酸化珪素等の複合粉体、ポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末
、ポリエチレンテレフタレート・ポリオレフィン積層フィルム末、ポリエチレンテレフタ
レート・ポリメチルメタクリレート積層フィルム末等が挙げられ、これらを１種又は２種
以上を用いることができる。また、これら粉体は１種又は２種以上の複合化したものを用
いても良く、その表面を油剤処理、シリコーン化合物処理、フッ素化合物処理、金属石鹸
処理、界面活性剤処理、アミノ酸系化合物処理、水溶性高分子処理等を施してあってもよ
い。
【００１２】
水性成分としては、水に可溶な成分であれば何れでもよく、例えば、エチルアルコール、
イソプロピルアルコール等のアルコール類、プロピレングリコール、１，３－ブチレング
リコール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール等のグリコール類、グリセ
リン、ジグリセリン、ポリグリセリン等のグリセロール類、ソルビトール、マルチトール
、ショ糖、でんぷん糖、ラクチトール等の糖類、グアーガム、コンドロイチン硫酸ナトリ
ウム、ヒアルロン酸ナトリウム、アラビアガム、アルギン酸ナトリウム、カラギーナン、
メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、カルボ
キシビニルポリマー、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸ナ
トリウム等の水溶性高分子、塩化ナトリウム、塩化マグネシウム、乳酸ナトリウム等の塩



(5) JP 5064623 B2 2012.10.31

10

20

30

40

50

類、アロエベラ、ウィッチヘーゼル、ハマメリス、キュウリ、レモン、ラベンダー、ロー
ズ等の植物抽出液等及び水が挙げられる。
【００１３】
界面活性剤としては、化粧品一般に用いられている界面活性剤であればいずれのものも使
用でき、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界
面活性剤等が挙げられる。非イオン界面活性剤としては、例えば、グリセリン脂肪酸エス
テル及びそのアルキレングリコール付加物、ポリグリセリン脂肪酸エステル及びそのアル
キレングリコール付加物、プロピレングリコール脂肪酸エステル及びそのアルキレングリ
コール付加物、ソルビタン脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、ソルビ
トールの脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、ポリアルキレングリコー
ル脂肪酸エステル、蔗糖脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、グリ
セリンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエ
チレン硬化ヒマシ油、ラノリンのアルキレングリコール付加物、ポリオキシアルキレンア
ルキル共変性シリコーン、ポリエーテル変性シリコーン等が挙げられる。アニオン界面活
性剤としては、例えば、ステアリン酸、ラウリン酸のような脂肪酸の無機及び有機塩、ア
ルキルベンゼン硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、ジアルキ
ルスルホコハク酸塩、α－スルホン化脂肪酸塩、アシルメチルタウリン塩、Ｎ－メチル－
Ｎ－アルキルタウリン塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチ
レンアルキルフェニルエーテル硫酸塩、アルキル燐酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエ
ーテル燐酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル燐酸塩、Ｎ－アシルアミノ
酸塩、Ｎ－アシル－Ｎ－アルキルアミノ酸塩、ο－アルキル置換リンゴ酸塩、アルキルス
ルホコハク酸塩等が挙げられる。カチオン界面活性剤としては、例えば、アルキルアミン
塩、ポリアミン及びアルカノールアミン脂肪酸誘導体、アルキル四級アンモニウム塩、環
式四級アンモニウム塩等が挙げられる。両性界面活性剤としては、アミノ酸タイプやベタ
インタイプのカルボン酸型、硫酸エステル型、スルホン酸型、リン酸エステル型のものが
あり、人体に対して安全とされるものが使用できる。例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ア
ルキル－Ｎ－カルボキシルメチルアンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアル
キレンカルボン酸、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリアルキル－Ｎ－スルフォアルキレンアンモニウムベ
タイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキル－Ｎ，Ｎ－ビス（ポリオキシエチレン硫酸）アンモニウムベ
タイン、２－アルキル－１－ヒドロキシエチル－１－カルボキシメチルイミダゾリニウム
ベタイン、レシチン等が挙げられる。
【００１４】
紫外線吸収剤としては、例えばベンゾフェノン系、ＰＡＢＡ系、ケイ皮酸系、サリチル酸
系、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、オキシベンゾン等、保
湿剤としては、例えばタンパク質、ムコ多糖、コラーゲン、エラスチン、ケラチン等、酸
化防止剤としては、例えばα－トコフェロール、アスコルビン酸等、美容成分としては、
例えばビタミン類、消炎剤、生薬等、防腐剤としては、例えばパラオキシ安息香酸エステ
ル、フェノキシエタノール等が挙げられる。
【００１５】
本発明の睫用化粧料としてはクリーム状、ゲル状、液状のマスカラ等が挙げられる。
【００１６】
【実施例】
次に、実施例及び比較例を挙げて本発明を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例
等に何ら制約されるものではない。
【００１７】
実施例１～７及び比較例１～６　水中油乳化型マスカラ
表１に示す処方のマスカラを調製し、睫に塗布し、睫を上にカールする化粧効果やボリュ
ームアップ効果、塗布時の使用性・使用感、仕上がり膜の均一性や、化粧持ち効果につい
て下記の方法により官能評価を行った。また、経時安定性及び樹脂臭のなさについても下
記の方法により評価を行った。それらの結果もあわせて表１に示す。
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【００１８】
【表１】
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【００１９】
＊１：キャンデリラレジンの組成は、樹脂分９０％、遊離アルコール５％、遊離脂肪酸分
２％、エステル分２％、炭化水素分１％であり、軟化点は４７～４８℃である。
＊２：無水ケイ酸（平均粒子径４μｍ）
＊３：シリコーン樹脂粉末（平均粒子径４μｍ）
＊４：ナイロン（平均粒子径１２μｍ）
＊５：セルロース（平均粒子径０．５μｍ）
＊６：無水ケイ酸（平均粒子径４μｍ）
【００２０】
（製造方法）
Ａ．成分（１）～（１１）を加熱溶解し、成分（１２）～（１６）を加えて均一に混合す
る。
Ｂ．成分（１７）～（３１）を均一に混合する。
Ｃ．ＡにＢを加え、乳化する。
Ｄ．Ｃを容器に充填し、製品とする。
【００２１】
下記評価項目について各々評価を行った。
（評価項目）
（ａ）化粧効果（カール効果）
（ｂ）化粧効果（ボリューム効果）
（ｃ）塗布時の使用性・使用感
（ｄ）仕上がり膜の均一性
（ｅ）化粧持ち
（ｆ）経時安定性
（ｇ）樹脂臭のなさ
（評価方法）
【００２２】
１０名の官能検査パネルにより、各試料を上記ａ～ｅについて、下記絶対評価を用いて７
段階に評価し、各試料ごとの評点の平均値を４段階評価基準を用いて評価した。但し、ｅ
については、試料を使用後、パネルに通常の生活をしてもらい、６時間後の化粧効果につ
いて評価した。
ｆ、ｇの項目については各試料の４０℃で１ヶ月保存の状態を観察し、室温保存品と比較
してそれぞれ下記４段階判定基準により評価した。
【００２３】
（化粧効果評価）、（使用性・使用感評価）、（化粧膜評価）、（化粧持ち評価）
絶対評価基準

４段階評価基準
５点を超える　　　　：非常に良好：◎
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１点を超えて３点以下：やや不良　：△
１点以下　　　　　　：不良　　　：×
（経時安定性評価）
非常に良好：◎
良好　　　：○
やや不良　：△
不良　　　：×
（樹脂臭のなさの評価）
臭わない　：◎
やや臭う　：○
臭う　　　：△
非常に臭う：×
【００２４】
本結果から明らかなように、本発明品である実施例１～７の水中油乳化型マスカラを用い
た場合は、比較例１～５に比較し、目元をはっきりさせるといった化粧効果や塗布時の使
用性・使用感、仕上がり膜の均一性、化粧持ちのすべての点ではるかに優れた特性を有し
ていた。また安定性や臭いの点においても優れていた。
一方、比較例に示したように、従来のワックスや樹脂等を用いたマスカラは充分な化粧効
果が得られず、多量に配合した場合は使用性及び安定性に劣っており、球状粉体を用いな
かった場合は使用性や使用感において満足のいくものが得られなかった。
【００２５】
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Ａ．成分（１）～（７）を加熱溶解し均一に混合する。
Ｂ．成分（８）～（１５）を均一に混合する。
Ｃ．ＡにＢを加え、乳化する。
Ｄ．Ｃを容器に充填し、製品とする。
以上のようにして得られた油中水乳化型マスカラは、睫を上にカールしたりボリュームを
もたせたりといった化粧効果や、目元に輝きを持たせるという化粧効果に優れ、塗布時の
使用性・使用感や仕上がり膜の均一性、化粧持ちに優れ、経時安定性、臭いの点において
も良好なものであった。
【００２６】
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Ａ．成分（１）～（８）を加熱溶解し均一に混合する。
Ｂ．成分（９）～（１４）を均一に混合する。
Ｃ．ＡにＢを加え、混合する。
Ｄ．Ｃを容器に充填し、製品とする。
以上のようにして得られた非水型マスカラは、睫を上にカールしたりボリュームをもたせ
たりといった化粧効果や、化粧持ちに優れ、塗布時の使用性・使用感や仕上がり膜の均一
性及び目元に輝きを持たせるという化粧効果に優れ、経時安定性、臭いの点においても良
好なものであった。
【００２７】
【発明の効果】
本発明の睫用化粧料は、目元をはっきりさせるという化粧効果があり、塗布時の使用性・
使用感や仕上がり膜の均一性、化粧持ち、そして安定性、臭い、安全性にも優れたもので
あった。
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